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第
十
号 

 
希
望
の
虹 

平
成
三
十
年
十
一
月
十
五
日 

玉
名
荒
尾
中
学
校
音
楽
会
で
の
発
表 

心
の
栄
養
と
な
る
言
葉
⑲ 

空
を
見
上
げ
て
。 

下
を
向
い
て
い
た
ら
、 

虹
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
。 

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
（
映
画
俳
優
） 

（
十
代
の
た
め
の
座
右
の
銘 

大
泉
書
店
よ
り
） 

台
湾
花
蓮
県
「
玉
東
中
」
か
ら
の
贈
り
物 

今
年
度
ス
タ
ー
ト
直
後
の
四
月
二
十
五
日
（
水
）
台
湾

の
花
蓮
県
に
あ
る
玉
東
中
（
本
校
と
同
じ
名
前
）
か
ら
訪

問
団
が
来
校
さ
れ
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
先
日
、
そ
の

台
湾
玉
東
中
か
ら
た
く
さ
ん
の
写
真
や
お
手
紙
、
ま
た

木
工
製
品
な
ど
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

お
手
紙
に
は
漢
字
や
英
語
に
交
え
て
日
本
の
ひ
ら
が

な
も
丁
寧
な
字
で
書
か
れ
て
お
り
、
本
校
の
も
て
な
し

に
対
す
る
台
湾
の
方
々
の
「
礼
儀
」
や
「
恩
を
忘
れ
な
い

心
」
に
深
く
感
動
し
ま
し
た
。
職
員
室
前
の
廊
下
に
し
ば

ら
く
展
示
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
お
立
ち
寄
り
の

際
は
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

芸
術
の
秋
。
十
一
月
七
日
（
水
）
荒
尾
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー
に
玉
名
荒
尾
管
内
の
全
十
六
中
学
校
が
集
ま
り
、「
玉
名
荒

尾
中
学
校
音
楽
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
校
か
ら
は
学

校
代
表
と
し
て
三
年
生
が
全
員
で
参
加
し
、
誠
に
見
事
な
合

唱
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

各
学
校
の
校
長
先
生
方
か
ら
も
「
玉
東
中
は
抜
き
ん
出
て

い
ま
し
た
ね
」
と
か
「
レ
ベ
ル
が
違
い
ま
す
ね
」
な
ど
と
た

く
さ
ん
の
賞
賛
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
た
い
へ
ん
嬉
し
く
思

い
ま
し
た
。
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
発
表
も
素
晴
ら
し
か
っ

た
の
で
す
が
、
今
回
は
本
格
的
な
ホ
ー
ル
で
の
合
唱
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
音
響
効
果
も
抜
群
で
、
涙
が
出
る
ほ
ど
感
動

す
る
発
表
で
し
た
。 

 

（
曲
名
）
「
群
青
」  

指
揮
：
中
山
結
香
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

伴
奏
：
松
田
涼
花 

 
 

 

「
大
地
讃
頌
」
指
揮
：
中
尾
文
香 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

伴
奏
：
渡
邉
陽
菜 

台湾玉東中の校長先生より 

台湾からの贈り物や

写真・手紙 


